
／

ノ

●　　 ’

55a6敦19三550．8（521．85）’

山『，口縣阿武郡宇、久蝋石．鉱床調査報告

原　口　：九萬崇

　　　　　，R6SUm6
U宮観Pyro凶yllite　Dむposit　ih　the　Abu

　Province，Yamaguchi　Prefectu士α

　　　　　　by
　Iくul【nan　Haraguchi＆Tsugio　O名aki　、

　The　depositβare　a　kind　of　replacement
ぬ14ssi∀e　type　i亘the　acidi¢effusive　rocks　of

late　Mesozoic　or　early　Tertiary　age．
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　今般同鉱山の地質鉱床調査を行v・，特に鉱床の賦存状

・態を明らかにし，その埋藏量の算定を行い探鉱方針を樹

てたる
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　　　　　1．緒P　言
「宇久蟻石舘床綜山陰本線奈古駅の北東2km，山口県

阿試郡奈古町字宇久に在り，H本耐火工業株式会肚奈古．

工場り原料山と’して稼行せられ，現在月i産，800tの出鉱で

　　　　　　　／・あるら

　　　o、第1図　．奈古鑛山位護i交通図’　　　　◎．
　叉鉱床附近の地形測量（1／1，000）を行V・，各鉱依の1

　　　　　ノ、位置と1相互関係を明ら1かにした。

　　　　2．地彬・及び地’質　’

　附近の地形は匙年末期の地貌を呈し，中生暦を貫v・て

選出Uた石英粗面岩が広く発達する。奈古町北東に露わ．．

　　　－　　 凡
． r　・＞　　し．　，．　　／！グ・詠辺

　　　　一翠。r70m　嘩幽璽漁団輔唖響．煕．罵．
　　　　　　　　　　　　、壇亜以上残得部『　　　　　　　　．　　　地並解下残蒋部

’
滞
大
阪 支所
地質月報第2巻第ユ号。・

影

第2図 奈古蝋石地質鑛床地形図
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　れる中生暦に於てこの関係がよ’く観察される。宇久鉱床　

　の外，河内鉱床，須佐鉱床む胚胎される。　　　　’

　わが国に於ける蟻石鉱床の分布は，・中国より九州を経　』

　七韓国南部に亘る酸性火山岩の噴出地域に重要鉱床が生

　成され，蟻石鉱床が中生代末期乃至第三紀初期の火山活

　動に密接な関係があることを暗示す為。

　宇久鉱床は海抜標高215m山の南側山腹海抜標高110　・

　m附近に不規則な塊瓶をなす5鉱体から成り，略々東西

　の方向に相隣って存在し1南方に．70。内外の急斜を示しジ、

　山腹の傾斜は南350『である。　．』

　鉱然に接触する母岩は珪化・・蝋石化両作用蒙つて変質

　’し，特に珪化作用のため岩質は堅硬となる。即ち地形的

　に鈎体は山腰の曲部に存在し・この理由は差別浸蝕によ

ドつて説明され，潜在鉱休の探鉱の有力な指針となる。

　ビ山麓部には崖錐堆積暦があり，これに蝋石の転石が看

　取される。海岸は沈降性で断崖を以つて海に蟷み，叉附

準牒愚在ずる・滲辺には小規模の晦の薙する

　ことがある。　

　　　　　　3．鉱　，’床
　イ賦’存：撒一襲，、。

　・宇久鉱床は石英粗面岩を母岩とし，後火山作用に件う

低温浅熱水作用殖よつて生成された葉蟻石質螺石鉱床に

属し，鉱床は不規則な塊肌を呈し，品質は同一鉱体内に於

ても不均一也変化が多V・。鉱依に接触する母岩は蝋石

化・珪化作用を蒙り’，特に珪化作用によつて岩質は堅硬≧

なり，、鉱床との璋界が不明瞭な場合も少ぐない。母岩む

一般に変質し，淡暗紅色・次育色・次白色を呈すもQも

あり黄鉄鉱を爽有し，5坑露天掘の上部に1ある旧坑に依

、黄鉄鉱の微晶の濃集するものが知られう黄鉄鉱の生成は

蟻石鉱床の生成に先行したものと考えられる。然し蟻石

鉱床には黄鉄鋒を來有しない。　　　　　　　　　一

’鉱床は略々東西方向に同一水準に5鉱床が相隣つて存

在し，南方へ急斜する。地形の項に特記した如く・鈎依は

差別浸蝕ぬつて山腹の凸部に於て月猷し5坑・及び3

坑が主要鉱体となる。5坑の東方匿あたる品川鉱体は地

形的に見て・更に東方に1伸延する可能性が大である。

　各鉱依とも露天掘のみが行われ，坑内掘はなき故，各’

鉱依の下部の朕態が明らか紅ざれていない。蟻石鉱床に

於けるこの種塊朕鉱体は鍋底状或は舟型朕を呈し，急激

』に蝋％こと瀬々、ありジ榔の騰変化に蜘心の

注意を要する。

　各鉱体の露天掘に於ける採掘じた鉱体の大きさを示せ

ば豫の如し。・．喝

　　　　延長（m〉　一最大幅員（並）、，

　1坑．　16，臼’　．12
　“
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2坑．　15』
　　ノ
3坑　　70、

5坑　　60
品川　　18（＋）

6　・
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　叉各鉱体丙に於ける品位は水雫的並．びに垂直的に変化〆

が多く，特に垂直的には浅所より下部に至るに從い良鉱

ゐ含有率を減少する傾向が著しV・。．F　　　　　　．“

　口鉱右の種類
　鉱石は大依葉蝋石質蠣石に属し1塊状鉱体を成し，同

　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　ヂー鉱沐内に於ても不均質で，鉱石の種類に富む。母岩の

　　　　　キ石英粗面岩は蟻石化？珪化両作用を蒙り，長石依葉蟷石・、

デイアスポァ・カォリン。絹雲母に変じ，石英は斑晶の消一

失％搬とそり講蹄する場含ゆる・、鰍と母岩
の境界が不明瞭なことも多い。　、．。

　良鉱は地表に・近v｝部分は含有…牽高ぐ，深くなるに從い

尊れを減ずる傾向炉ある。母岩には黄鉄鉱を來在する力斗

・鉱石中にはこれを欠如することは本鉱山産鉱石め長所で一1

ある。箪休中に頗る珪化の著しv・中石を來むζとがあり，一

之れに接して必ず良鉱が存在する。又雲母朕葉蟷石が認

　　をめられる箇所には良鉱があり・褐色粘土年包まれ友鉢石一

1は良鉱である。蟷右の風化した白色粘土中には眼玉石が

観られる。鉱体内の割目を充して石英脈が稀に見られち

又小型の水晶が籏生することがある。この事実は蝋石鉱

床の最終生物であり，抵温性を示唆する竜のと云え零う。，

鉱石は種類多’く，次の如く分類ざれる。　一・

　　（1）淡肉紅角蝋石　『

　淡肉紅色を呈し，岩質堅腰・脂肪光沢を欠き，、デイヂ　、

スポァに富み，肇土葺で耐火度はSK34ん35♪鱒達し，

本鉱山の最上鉱である。黒色斑晶を件い〉．金紅石の疑め

がある。5坑の中央の池，・及び西壁，品川鉱床に葦出す

るが，、量的には僅少である。』

　　（2）1淡青色・鋼玉を件う』もの・

　1淡青色鋼玉が斑状に散布するもので，岩質堅硬で・、脂，

肪光沢を有す為。葉蟻石と少量のデイアスポアを含有し身

商火度はSK『33～34に及ぶ。5坑では東部の壁面中央

池・及び中央耳岩の下部・8．坑・東壁62第西華旺坑西、

南部に産し，量的には可成り多V・。‘

　’（3），駆右を含禍のド
　白色乃至灰黄白色を呈し，小豆大r卵大の眼玉石を含

有幅もの舶鱗紳より産し茜質1キ鰯衝る一
耐火度ぼSK34に達し，2坑及び1坑，品川鉱床に・産

するむ量的には少ない。（眼玉石は大部分デイァスポァ

よ賊妙量の煽リ・ンを鋼もの聯る）ρ

　　（4）瀕色デイ弦ポアに動鯵
　白色葉艦石中に不規則に雲形状をなし七來有され，デ

ィァスポァ嘱翫踊火度（SK鈎）耳く躍蹴軟

　　　　　　　　　　　ノじのヤ
　　ギ　　　　　　　　　　　　　　・rl『

窟

＼
、

、
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　い。白色葉蟻石と選別は園難であるが，これを來有して

ーいる場合は品質向上し，臼5坑の各所に於七董出さ塾る。

　（1）一（4）は耐火度SK33域上に及び，禾鉱床に於て

　良鉱と称すべきものである。量的に於ては（5〉の並鉱に’

に於て見られ，この鉱物の存在する箇処には必ず良鉱を

探査する指針となる。　．

　（7）　牛透明飴色蟻石

飴色を呈し，牛透明，脂肋光沢強く，母岩の岩肌に薄脈

・比して少なく，両者の含有率は各鉱床に於て水奉的並び嚢をなして胚胚される。耐火度は低く，耐火原料には不輝。

に垂直的に変化する。

　（5）白色均質葉蟷石
　白色均質で葉蜷石（A1203，4S三〇2，H、0）を主成分とし

少量のデイアスポアを件い，脂肋光沢を有し，耐火度SK

31～32で，本鉱床に於て量的には大部を占め，並鉱と称

するものである。良鉱に比して珪酸分に富み珪化作用に，

よつて岩質は堅硬である。（5）の鉱石中母岩に含有され

る石英斑晶をそのまま残存してV・るものがあるが，これ

は耐火原料として不適当である。

　（6）　雲母状i葉i蝋石　・

　　　　　　　　　　ヨ　白色鱗片状の紬晶の聚合物で，一見絹雲母と区別し難

’いが，耐火度SK2qあり，雲母駄葉蟻石である。各坑

ユ宇久（4）

2宇久（2）

3・三　石
埠4勝光出
5須　佐

l　A120，零　　6io2　　．Fe203　　・CaO

　％
55．37

58．60

62．20

65，58

59。05

　％
’1．59

0．32
　　、0．11

tr

tr／

本鉱山に於て明治年間に蟻石として稼行されたものはこ，

の鉱石で第り，2坑及び3坑の北側露天掘跡に見られる。

　（8）　白色粘土　　　　一　、　，「　　、　　し

蟷石鉱休中の随処に白色粘土を來有する。ζれ昧良鉱

の風化物に属し，白色精土中にはデイァスポァに富む良

鉱，及び眼玉石を共生する。耐火度はS藍32あるσ

　要之，（1）一（4）は良鉱，（5）は並鉱，（8〉は粕土とし，’

て探掘されるが，（6），（7）は耐火物として使用し難V・。

・ハ品．　質
　葉蟻石質蝋石に属し，その化学成分を示せぼ亥の如く，

葉蟻石（A零203，4Sio21H皇O）を主成分とすることは明．

かである。

　MgO　　K：20　　Na20・一1＆losも　　SK
　、％
33．78

37．50

29。93

27．73へ

、28。90

％
n．d．

〃

0．14

0。82

0．23

　％　　％　　 ％　　 ％『

n．d．　　n．d．　　n．d．　14．88

〃　　　　　　〃　　　　　　〃　　　　，　4．00、

0．06　　　　0．08　　　　0．45・　　　　5．01

0．52　　　・0．41　　　　　　tr　　　　　11．67

n．d．甲　　　n、d．　　　n．d。

33

34

、この化学分折笹より，含水珪酸馨土の組成を算出すれば・

　fAし幽G．33SiO20・92H2qO・2gI
／　　2　Alρ30・．36　　SiOユ　0．92　　H20　0、22

　　3　A12030。29、　SiO2LO4　　H20　0・27、
　　4『A1203．⑨・27SiO21・09．’H200・65
A1、03，4Sio2，H、Oに三石，勝光山は殆んど一致し，宇

久（4）「はデイ・アスポア・（Ai203H20）を含有するため，

Al2030．10宇久（2）は鋼玉（A1203）を伴う故にA1203、

0・12の余分の磐土を含有する。この肇土物質の添加幣

よつて，耐火度を増したものと考えられる。即ち宇久蜂

ヤ石（4）及び同（2）は次の組成のものと見倣される。

1宇久（4）　A1203・4siO2・H20＋AI203H20　’
　　　　、0，23　　0。920．23　　0・100・10

　　　　　　　（葉蝋石2，3＝デイアスポアLO），
　宇久「（2）』A1203・4SiO、H20＋A1203

　　　　0．24　　0．960．24　　　0．12

　　　　　　　　　（i葉蝋石2，0：鋼玉LO〉

　　　　　　4．埋藏量
　埋藏量の算旋1ヒあたり．次の事項を考慮に入れて行つ　一

た。

　（1）現在露天掘のみが行われ，下部の探鉱は未着手

であるため・正確に1鉱量を計算し難V・。塊状蝋石鉱床の・

・通牲として，下部は舟型朕或は鍋底糠呈し，急激に尖

減するこ≧が多いことを考え・渓さは不明であるが・鉱

　　　　　　　　　　　　　　、 38

休の長径の約孚分即ち30mとし，休積は牛楕円休と見

倣した。

　　　　　　し（2）露天掘探掘地並以上の残鉱ど地並以下垂直10　－

m迄（品川鉱床旧坑の下底地並〉の鉱量を確定鉱量と

し，地並颯下垂直10～30m間の鉱量を推定鉱量とし
た。

（3）鉱体内に於ける品位の分布は，5坑は稼行中で

よく観察されるが老他の鉱体は何れも休坑し，これを明

かにセ難V・。5坑に禁て品位の垂直的変｛ヒは現在までP・

稼行実績に徴して・今後の見蓬し塗行9た・．

　r5坑」長径35m，短径12m，深さ30m・比重2・7

として

　　　　　2　 　　「　　。
　　　　▽p＝＝　三παδ6＝26，376mO
　、　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　／　鉱．　　量　　26，376）ぐ2．7＝71．215t

　確定鉱量　46，303t（但し地並以上の9，000tを加える〉

　推牢鉱量33，912t

　言十　　　　　　80∫215t

［
「 3坑」『長径35m，短径15m，深さ30n1，井重2．7

として，

　　　　　2　　　　『V＝　π4δ6＝32シ970m3
　　　　　3
　鉱、量32，970×2・7－89，019士

　確定鉱量49，325t（但し地並以上の1，000tを加える）

　　　　　　　　　　　　　　　噸



￥

推定鉱量　4q694t

　計　90，019t
ロ坑」及ぴ「2坑」

地並以上の確定鉱量は3，000t　　　　・

故に1－5坑の確定，推定鉱量を集計すれぼ，

、確完鉱量98・625t・

推定鉱量　74，606t　　，　　　　　　　　・．

　計173，23茸
昭和15～16年頃と現在P実績殖よつで・將來の鉱右

品位の見透しを行硫，良鉱・並鉱の埋藏量を算定すれば次

の如し。

「5坑」

　　　　鉱石1良弦卜並鉱
．隻壌i 、＿§尽・33（＋）13爾ガ 廃　石

30％

35％

4096

　，r3坑」

　並鉱（SK31～32）　（少量の良鉱を含有する）と粘土

』を合し　　60％と見倣した。．

　r5坑」

『＼♂　 鉱量，

鉱極　

良　紘
・並1鉱

　　　縦繊1擬鉱最
9，260t

18，520t

“27，780t

6，7821t

13，5δ4t

20，346t

卿計

16，043t

32，084t

狢・126t

「3坑」

　　　　　　　　確定鉱量　推定鉱量　計
並鉱（良鉱を含む）＋粘土29，594t24・416t’54・011t

「1ぢむ」及び「2坑〕は廃石30％と見着激し3，000t×70％

＝2，100t，その内良鉱700‡，並鉱1，400tである。

以上を集計すれば，

且つ品質も良好であり，注目に値ずる鉱依であるが，探

鉱不充分なため・～二』には鉱量の算定を省略する。

　　　　　、5．探鉱方針・
　（1）主要鉱体である5坑及び3坑の下部の探鉱が何

よりも肝要である。塊状蟻石鉱床の通性に鑑み，鉱休の・

下部の歌況に常を；注意’し事務尻地並より水雫鐘押坑道を

掘り，探鉱ずう。（山の価斜角を35。，鉱床の傾斜を70。1

とすればこの坑道は延長？0ん80mで鉱休に藩鉱する予

定である。）これによつて着鉱すれぽ㌧4に於で算定した

鉱量或はそれ以上を把撞出來よう。　．

・（2）差別浸蝕により山腹の凸部に鉱体が配列されて

いる。この地形的考察によつて品川鉱床の東部が有望硯

される。’

　（3）同一鉱依内に於て良鉱の存在の指針とな巻めほ，・

珪化した中石ジ雲母状葉蟻石及δ白色粘土で影る。

　　　ナ　（4）探鉱は操掘量及び探掘費から見て，出來うる限り『

，露天掘を続行すべきさある。

　仮に5抗及び3坑に於て，．露天掘地並の鉱依の面積

を夫々1・695m2，及び1，783ni23廃石を30％及び40％

と見倣せば高さ、2mめ階段掘として夫々6，335t，及び

5，777tを探掘し傅る6

　（5）．事務所地並の探鉱坑道は坑丙掘の蓮搬坑道とし　・
一
て
利 用し得られる。近き將來は露天掘と坑内掘と塗併用・

するようになるであろう。　・

6．結　　語　・

N
＼
、
、
　
鉱 量

、鉱種　、、、一一

　良　鉱
　並、　鉱

確定鉱量 推定鉱量　　　計

9，966t16，782t　
　　　し49，515d37・980t
　　　　59，475t　l44，762t

　　　｝

16，742t

87乳495t

104，237t

備
。 考

r品川鉱床」延長2・m×幅・5ml露天掘磁行され

たととがあり，この鉱体はなお東部に伸延するが・鉱区

肪有権の関係で』未だ全貌は明為にされていなv・。並鉢

（SK32）の他に，淡肉紅色蟷石と隅玉石を含み，デイア

スポ勃こ富む良鉢が多V・。淡肉紅色蟻石のズリ多く，耐

火度試験ではミK＄3（＋）に達す多ものがある。品川鉱

床臨鋤に濃鉱を行え曝大する可能蹴⑩り・◎

今回の調査により，本鉱床の賦存朕態を知り，特に良

鉱と並鉱の性質と含有率・叉その埋藏量を算定した5こ

の鉱量は下部の探鉱が行われてV・なV・故1暫定的のもの

で・將來の探鉱によつて修正・さるべぎものである。

1鉱量は良鉱と並鉱を併せて10万t以上あり，現在の

稼行程度なら屡，約10．年近ぐの壽命があろう。

探鉱方針にて述べた事項は急速に実施し，本鉱山の各

鉱体の実体を把握しおくζとが肝要であり，特に品川鉱

床は質的・量的に探鉱が卑昧ある問題6ある？増董計画

を実堀するには5坑のみに依存するヒとは無理であり，

3坑及び品川鉱床をも同時に探掘すべきである。

，要之・宇久鉱床は奈古工場と結びつき蟻石原料を抵廉，

に供給しうる立地條件に離れ・との意味に於七も本

鉱床を合理的に開発し遣利なきよう探鉱されるべきもの

と信ずる。

　　■

　　　　7．沿車及び現況
　　　　　　　　　　　　　＼（1グ没　革1
明治末年に発見せられ・最初は牛透明曾飴色の脂肋光
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沢の強い蝋石を採取し，石筆に使用された。2錦旧坑友

び3坑の母岩に接して窟出される。次に3坑が昭和9

年2月より採搬れ，絡戦まで稼行された。最も旺に稼

行されたのは昭和15～16年頃まで，大部分は並鉱（SK

31～32〉に属し，良鉱は鋼玉に富禍のを東部に於て可

、成り1董出した。

　家に3坑西部の露頭より追跡して2坑を開き・現在n

も粘土を掘つてV・る。鉱床は規模小であをが乳東部の粘

土中には賀アス畦アに富狼鉱・叉西部には郷を俘

　う良鉱が残存するg

　1坑は東部に粘土が少量残存するが・全体は殆んど已

採済である。西部に鋼玉を俘う良鉱が存在したと云われ

　る。現在は休坑となる。

　5坑は昭和埠，年より探掘が始まり，現在は殆んど5

坑から操掘されている。現在の蓬出量は月産約800tで

’ある。＼、一

　（因に本鉱藤羅多量の出鉱観たαま昭租5～16

年頃の月壼12，000tであつた）。

　（2〉現況．　　「、
　白本耐火工業株式会甦の主要鉱山として経営せられ・

現在は，5坑より大部分出鉱し，2坑よσ少量粘土が擦掘

され，他坑は休山してV・る。』

　月産．約800t

　田蓬35t（良鉱15も並鉱20t），『　　、・

　　　外に粘土10t
　從業員　33名（在籍者26名・塩時7名）

　　　宇久より稼動し，農繁期には休む。露天掘の

　　　ため雨天は休み。探掘とト・蓮搬に分たれ・

　　　1月採掘量全從業員に．対して1t張となる。

　蓮，搬　奈吉工場一宇久鉱山間3km・’トラツク1日　　　’

　　　6～8往復する。積載量4t，・トラツク3台が
　　　鉱石蓮搬々と使用される。

　立地條件に恵まれ，蝋石生壼原衝（採掘費＋蓮賃）は・

・i抵廉である。

も

．553、981＝550．8　（521．12）

　　　・岩手縣紫波郡煙出村天然瓦欺調査 報告一、

　　　　　　　　　　舟　山　諾　士梼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　R6Sum6げ　　　　　　　　　　　　　　　㌧　　　　　1・位置及び交遇

　Natural　Gas　in　Kemuy哉ma　Village，

　ShiwaCounty，lwatePrefec雛◎・

　　　　　　、　　by
　　　　　Hiro＄hi　Funaya．ma

　Then＆tu趾玄as、丘eld・issituatedin．the』

一
n
6rthem　extre血ity　of　Kitakami　Plain，com・

prising＆b・亘t3km2・f呂rea・Naturalgasis

heldin alluvialdep・Sits（ca10軌mthick）・．
Twelvelgasヌayershavebeenc・nfirmed・b荏tl
the1段yer　vウ！bich　is　now　Workiing　is　that　of6

・一10卑de3μ一↑herearethirty皿inegasΨells・

which　produ窟e　g奥s丘o卑the1段yer　of15～30m

deep　in　most　cαses．Ana，1yti“al4ata　o｛the

gas　in　this　p1歌ce　is　shown　as　follows：』，

　　　CH壬．』61．6％　　CO2。．．4。5％

　　　N2．．．33．9％　　　　　　ca1．value．，．5，274．

Maximum．daily　yie1（10f　natur＆1gas　has　been、

recorded　as98m3、ぐNo．5welb．Total　reserves

obtainable段re　assume◎to　be1。810．000m3in

thisgas五e1己1T・talyieldperdayi兜the
field幡11be　anticip＆ted　to　be500m3in
future．

・茉仙台支所　一
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　　　　　　　　　　　　　　ク今般調査した天然瓦斯賦存地域は，岩手県紫波郡煙山村

字赤称附近で，東北本線矢幅駅の北方約3km，盛岡市の

南方約7kmにあり，北上川右岸沖積弔原中に位置する。

　交通は，盛岡より志和方面に至る志和街道が本地域を　，

縦断し，その間冬季を除いては（バス）の蓮行があり，且

鉄灘線にあつて交遡便利鱗る9なお本地域より約

2kmの行程にある飯岡村字中通には鉄道信号所を建設

中で，その開発並びに利用の立地條件に比較的恵まれた

地である。

　　　　　　！　㌦
　　　　　　2．地形及び地質

．当地域は，北上及び奥羽両山脈に挾まれた南北に長い

1北上李野の北端近く，その附近に於ける墾野の東西幅員

・は約8kn｝で，北上川は東側山縁部を蛇行しづつ南流し

ている。．

　　　　　　な　亭野の東側山地は主に古生暦及び花崩岩，蛇紋岩等の・

火成岩より成り，西側は第三系の線色凝蚕岩，安山岩，、

同質集塊岩，砂岩，頁岩等にょb構成きれ・その西側山

縁部は・洪積暦に・より被われてめる。

　沖積暦は主に砂・礫i・粘土及び泥淡等より成り・現在迄

、に掘i墾された最高潔度4ま101』mであるが，未だ～中積暦と

稚定される砂礫否で，ゆ同暦の厚さは明らかでない。こり
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